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を パ パ イ ン 処 理 し て Liquid Chromatography/Time-of-Flight Mass 
Spectrometry (LC/TOF-MS)解析を実施し、抗原認識部位を含む Fragment 
antigen binding (Fab)と糖鎖構造を含む reduced Fragment crystallizable (Fc/2)
に相当するピークを検出した。Fab は理論値と同じ分子量が得られ、修飾等を受
けていないことが示唆された。また、Fc/2 に該当するマススペクトルからは 8 種
類のピークが検出され、修飾する糖鎖構造の違いに寄与することが分子量より推
察された。また、この分析による正確度は 30 ppm 以内であり、得られた分子量
は理論値と 1 Da 以内の誤差であった。次に、抗リツキシマブ抗体を用いてラット
の血液よりリツキシマブを単離し、上述の方法で構造解析を実施した。マススペ




































 なお、本学位授与申請者は、平成 29年 2月 22日実施の論文内容とそれに関連した試
問を受け、合格と認められたものである。 
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